
「女性活躍加速のための重点方針 2019」 

Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍 

５．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成 

b）女性研究者の活躍促進に向けた環境整備
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背
景

・
課

題

○
人

口
減

少
局

面
に
あ
る
我

が
国

に
お
い
て
、
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
視
点
や
優
れ
た
発
想
を
取
り
入
れ
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
活

性
化
し
て
い
く
た
め
に
は

、
女

性
研

究
者

の
活
躍
促
進
が
重
要

で
あ
る
が
、
女
性
研
究
者
割
合
を
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ
り
、
特
に
上

位
職

に
占

め
る
女
性

研
究

者
の
割

合
が

低
い
状

況
。

事
業

概
要

○
研

究
と
出
産

・
育

児
等
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の
両
立

や
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
一

体
的

に
推

進
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
大
学
等
の
取
組
を
支
援
す
る

事
業

の
目

的
・
目
標

○
そ
の

た
め
、
女

性
研

究
者

が
出
産

、
育

児
等

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ
ら
ず
研
究
を
継
続
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
を
通
じ
た
上
位
職
登

用
の

促
進

が
必

要
。

○
対
象
機
関
：

大
学

、
国
立

研
究
開

発
法

人
等

○
事
業
期
間
：

６
年

間
（
う

ち
補
助

期
間

３
年
間
）

○
支
援
取
組
：

①
牽

引
型

複
数

の
機

関
が
連

携
し
、

地
域
や
分
野
に
お
け
る
女
性
研
究
者
の
活
躍
を
牽
引
す
る
取
組

②
先

端
型

女
性

研
究

者
の
海

外
派
遣

等
を
通
じ
た
上
位
職
登
用
の
一
層
の
推
進
等
の
取
組

③
特

性
対

応
型
（

新
設

）
分

野
や
機

関
の
研
究
特
性
や
課
題
等
に
対
応
し
、
研
究
効
率
の
向
上
を

図
り

つ
つ

、
女
性
研
究
者
の
活
躍
を
促
進
す
る
取
組

④
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中

核
機

関
（
群

）
国

内
外
の
取
組
動
向
の
調
査
や
経
験
、
知
見
の
全
国
的
な
普
及
・

展
開

を
図
る
た
め
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
取
組

○
対
象
機
関
：

大
学

、
国
立

研
究
開

発
法
人
等

○
事
業
期
間
：

２
年

間
○

支
援
取
組
：

女
性

研
究
者

の
活
躍

促
進
に
資
す
る
海
外
の
優
れ
た
取
組
に
関
す
る
調
査
分
析

○
支
援
金
額
：

２
５

百
万
円

程
度
/年

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ研

究
環
境
実
現
イ
ニ
シ
ア
テ
ィブ

令
和
２
年
度
要
求
・要
望
額

1,
17

5百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

1,
00

8百
万
円
）

○
支
援
金
額
：

５
０

百
万
円

程
度
/年

ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
取
組

の
支
援

調
査

分
析

等
の

実
施

■
女
性
研
究
者
割
合

の
国

際
比

較

■
大
学
に
お
け
る
職
位
別

の
女
性

教
員

の
在
籍

割
合

3
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※
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よ
り
作

成
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%
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.
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.
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%
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教
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講
師

准
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授

副
学
長

学
長

平
成
2
1
年
度

令
和
元
年
度
（
速
報
値
）
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特
別
研
究
員
事
業

特
別

研
究
員

（
Ｄ
Ｃ
）

特
別
研
究
員

（
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）

特
別
研
究
員

（
Ｐ
Ｄ
）

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）

【
対

象
：
博

士
の

学
位

取
得

者
、

研
究

奨
励

金
：
年

額
4
,3

4
4
千

円
（
P

D
）
、

5
,3

5
2
千

円
（
S
P

D
）
、

採
用

期
間

：
3
年

間
】

○
博

士
の

学
位

取
得

者
で

優
れ

た
研

究
能

力
を

有
す

る
者

（P
D

）
及

び
世

界
最

高
水

準
の

研
究

能
力

を
有

す
る

者
（
S
P

D
）が

、
大

学
等

の
研

究
機

関
で

研
究

に
専

念
し

、
研

究
者

と
し

て
の

能
力

を
向

上
で

き
る

よ
う

支
援

○
支

援
人

数
P

D
：

1
,0

0
0
人

⇒
1
,1

7
1
人

（
新

規
3
0
5
人

→
5
2
4
人

）
、

増
税

対
応

研
究

奨
励

金
（
年

額
）

4
,3

4
4
千

円
⇒

4
,4

3
1千

円
S
P

D
：

3
6
人

⇒
3
6
人

（
新

規
1
2
人

→
1
2
人

）
、

増
税

対
応

研
究

奨
励

金
（
年

額
）

5
,3

5
2
千

円
⇒

5
,4

5
9
千

円

【
対

象
：
出

産
・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

か
ら

復
帰

す
る

博
士

の
学

位
取

得
者

、
研

究
奨

励
金

：
年

額
4
,3

4
4
千

円
、

採
用

期
間

：
3
年

間
】

○
博

士
の

学
位

取
得

者
で

優
れ

た
研

究
能

力
を

有
す

る
者

が
、

出
産

・
育

児
に

よ
る

研
究

中
断

後
、

円
滑

に
研

究
現

場
に

復
帰

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
大

学
等

の
研

究
機

関
で

研
究

に
専

念
し

、
研

究
者

と
し

て
の

能
力

を
向

上
で

き
る

よ
う

支
援

○
支

援
人

数
2
1
4
人

⇒
2
3
7
人

（
新

規
7
5
人

→
8
7
人

）
、

増
税

対
応

研
究

奨
励

金
（
年

額
）

4
,3

4
4
千

円
⇒

4
,4

3
1
千

円
9
3
0
百

万
円

⇒
1
,0

5
0
百

万
円

【
対

象
：
博

士
課

程
（
後

期
）
学

生
、

研
究

奨
励

金
：
年

額
2
,4

0
0
千

円
、

採
用

期
間

：3
年

間
（
D

C
1
）
、

2
年

間
（
D

C
2
）
】

○
優

れ
た

研
究

能
力

を
有

す
る

博
士

課
程

（後
期

）
学

生
が

、
経

済
的

に
不

安
を

感
じ

る
こ

と
な

く
研

究
に

専
念

し
、

研
究

者
と

し
て

の
能

力
を

向
上

で
き

る
よ

う
支

援
○

支
援

人
数

4
,1

9
6
人

⇒
5
,0

6
7人

（
新

規
1
,7

5
0
人

→
2
,6

64
人

）、
増

税
対

応
研

究
奨

励
金

（
年

額
）
2
,4

0
0
千

円
⇒

2
,4

48
千

円

優
れ

た
若
手

研
究
者

に
対
し
て
、
そ
の
研
究
生
活
の
初
期

に
お

い
て

、
自
由

な
発
想
の

も
と

に
主

体
的
に

研
究
課
題

等
を
選
び
な
が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
、

特
別

研
究
員

と
し
て

採
用
・
支
援
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の

学
術

研
究

の
将
来

を
担
う
創

造
性

に
富

ん
だ
研

究
者
の
養

成
・
確
保
を
図
る
。

博 士 課 程 学 生 ポ ス ト ド ク タ ー ■
特

別
研

究
員

終
了

後
の

就
職

状
況

平
成

3
0
年

4
月

1
日

現
在
⇒

８
割

以
上

が
常

勤
の

研
究

職
に

就
職

・
Ｄ

Ｃ
採

用
終

了
か

ら
1
0年

経
過

後
・
Ｐ

Ｄ
採

用
終

了
か

ら
５

年
経

過
後

■
特

別
研

究
員

の
優

れ
た

研
究

成
果

事
業

の
概

要

出
典

：
「
サ

イ
エ

ン
ス

誌
に

載
っ

た
日

本
人

研
究

者
（

20
15

-2
01

7年
版

）」
（

AA
AS

 ）
を

基
に

日
本

学
術

振
興

会
作

成
出

典
：
「
特

別
研

究
員

の
就

職
状

況
調

査
」（

日
本

学
術

振
興

会
）

令
和

2年
度
要
求
・要
望
額

18
,9

31
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

15
,6

27
百
万
円
）

※
運
営
費
交
付
金
中
の
推
計
額

P
D

：
4
,3

4
4
百

万
円

⇒
5
,1

8
9
百

万
円

S
P

D
：

1
9
3
百

万
円

⇒
  
1
9
7
百

万
円

1
0
,0

7
0
百

万
円

⇒
1
2
,4

0
5
百

万
円

『
サ

イ
エ

ン
ス

誌
に

載
っ

た
日

本
人

研
究

者
』
（

20
15

-2
01

7年
版

）に
掲

載
さ

れ
て

い
る

論
文

（計
15

6編
）に

お
い

て
、

特
別

研
究

員
採

用
経

験
者

ま
た

は
特

別
研

究
員

が
著

者
に

含
ま

れ
る

割
合

は
、

57
.7

％
と

過
半

数
を

占
め

て
い

る
。
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